
      

～お帰りなさい。待ってましたよ。～
９月１日（水）。子供たちが元気に学校に帰ってきました。登

校した子供たちは、玄関で検温をしてもらい、消毒をしてから教

室に上がります。 

誰も大きなけがや病気もなく、事件や事故に巻き込まれたとい

う報告もなく無事でいてくれたことを、元気な顔を見て心から嬉

しく思いました。しばらく会わないうちに、こんなに成長するの

ですね。 

久しぶりに会えた仲間たちに、子供たちは勿論、職員にも笑顔

があふれました。長い間のご家庭での見守り、ご指導、本当にあ

りがとうございました。 

学校でのコロナ対策について 

 県の感染レベルがステージ５という厳しい状況

下での前期後半スタートとなりました。感染力が

強いデルタ株から子供たちを守るためにも、以下

のように取り組んでいきます。 

① 手洗い・マスクの着用・検温の更なる徹底を図

ります。 

 手洗い・マスクの着用は今まで以上教師が呼

びかけながら徹底させていきます。また、登校

時玄関で検温を実施するなど、検温や健康観察

を強化します。 

② 感染対策を強化しながら学習活動を行います。 

 感染のリスクが高い活動を制限します。 

 （体育で密集したり組みあったりする活動・

理科の近距離での実験活動・リコーダーや鍵盤

ハーモニカの演奏） 

③ 対外的な行事は一旦中止もしくは延期します。

（授業参観や懇談会、宿泊学習等） 

④ 全校児童が集まっての集会は行わずリモート

や放送で 

（異学年での活動は、読み聞かせ・縦割り活動

など制限します） 

感染者が発生しても、広げない努力を 

 現在の状況では、いつ子供たちに感染者が発生してもおかしくありません。そこで、次のことを意識し

て指導します。 

① 感染者を学校で広げない（感染者は身近にいるかもしれない、という意識で過ごします。） 

② コロナウィルスを家庭に持ち込まない（ご家庭でも十分お気をつけください） 

③ 感染者や接触者を差別しない（差別的な言動を見逃さないよう徹底します。） 
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９月の行事予定 

１日（水） 全校 5 校時授業 

２日（水） 身体測定（低） 

３日～１０日 個人面談（児童） 

６日（月）～１０日（金）  

校内作品展（一般公開なし） 

7 日（火） 身体測定（高） 

９日（木） 吉井中乗入授業（６年算数） 

１５日（水） ６年薬物乱用防止教室 

１６日（木） 吉井中乗入授業（６年外国語） 

２０日（月） ㊗ 敬老の日 

２２日（水） 委員会活動・代表委員会・児童集会 

２３日（木） ㊗ 秋分の日 

２９日（水） 全校集会  

３０日（木） 視力検査（低） 

＊授業参観・懇談会・学校開放週間は中止 

＊学校支援会議→紙面開催 

＊５年宿泊学習日程変更→１０／４・５ 

 

※ 前期終業式・・・１０月 ８日（金） 

※ 秋季休業日・・・１０月 ９日（土）～１１日（月） 

※ 後期始業式・・・１０月１２日（火） 



 

通学路の安全点検をしました 
 8 月 31 日、地域の地区長様、PTA 西田会長・江口副

会長様、佐世保市教委、県北振興局、江迎署、県道路維

持課の皆様にお越しいただいて、通学路の安全点検を

いたしました。 

 先日ご家庭の皆様から寄せていただいたご意見をも

とに、通学路の危険なところを具体的に見ていただき、

地域の方や PTA の役員様が児童の様子を伝えていただ

いたおかげで、所轄の方々に具体的に要望することが

できました。 

一部ではありますが、横断歩道に安全のためのポー

ルを立てたり、白線を引き直したりといったこれからの道路整備や改善につなげることができそうです。

また、下直谷地区（デイリー～北保育園の県道）は、道路整備計画がありますので、そこで歩道を広くし

たり横断歩道を新設したりと大きく改善が見込まれます。 

大変有意義な点検活動となりました。ご参加いただいた皆様、本当にありがとうございました。とは言

え、まだまだ危険なところは継続しています。 

 先日は、会長をはじめ PTA役員の方で通学路の草刈りをしていただいたそうです。 

 これからも、子どもたちの安全の見守りや情報提供をよろしくお願いいたします。 

全校朝会の話から 

 

オリンピックとパラリンピックのお話です。 

夏休みにオリンピックやパラリンピックをテレビなどで見ましたか？ 

オリンピックでは、日本人は勿論たくさんの国の人々が活躍していました。そして、皆さん気付き

ませんでしたか？世界にはいろんな人がいることを。髪の毛の色も、肌の色も、目の色も、体格も、

言葉も、世界中の人は日本人と違って本当に様々です。違っていることが、世界の中では普通なので

す。 

 

パラリンピックは見ていますか？ちょうど今あっています。 

パラリンピックでは、体にいろんな障害を持っているたくさんの人が、一生懸命にプレーして活躍

していましたね。手足の一部がない人、下半身が動かなくて車いすに乗っている人、義足をつけてい

る人、目が見えない人、耳が聞こえない人など様々です。でも、一生懸命プレーする姿は、とっても

かっこよかったですね。障害は、障害ではなく「個性」だと思います。 

世界中には、こんな障害つまり個性を持った人が１５％、100 人いたら、そのうちの 15 人の割合で

いるそうです。私たちの周りにも、普通にいろんな方

がいらっしゃいます。 

 

オリンピックやパラリンピックを見たことで、世

界中にはいろんな違う人がいることに気付いてほし

いと思いました。世界の人から見たら、日本人だって

違う人です。 

これを機会に、「違う」ことを大切にして、自分の

「違う」ことも人の「違う」ことも大切にできる人に

なってほしいと思っています。 

決して、自分と違うからと冷やかしたり、いじめた

りする人にならないでほしい。世界は広いのです。 

 
パラリンピック 公式 HPより 


